
１ 北海道十勝地域公共交通計画次期計画の策定について

○「北海道十勝地域公共交通計画」の計画期間は令和５年度から令和９年度までとなっており、

令和10年度からの次期計画を策定する必要。

国や道内他地域の動きを受け、次期十勝地域公共交通計画の策定にあたりアップデートする必要がある

出典：地域交通のためのポータルサイト
MOBILITY UPDAYTE PORTAL

ｂｙ国土交通省

○令和７年３月に地域公共交通の「アップデートガイダンス」を公表。
○移動に関わるデータを活用し、可視化された課題に対して、先手先手で地域全体を面的

に捉えた、より実効性のある地域公共交通計画へアップデートしていくことを求めている。
国交省

○「北海道交通政策総合指針」の重点戦略（2026-2030）にて、全14計画のアップデート
を2030年までに実施することをKPIとして設定

道
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２ アップデートの方向性

国が示す手順 実施要件 現計画対応 次期計画対応方向

計画の枠組みの検討
・標準骨格に沿った構造に
・地域交通の目指す姿や課題の整理

ー 委託

現状診断

デ
ー
タ
収
集

人口情報
居住人口、高齢人口、従
業者数

既存情報活用
既存情報活用

（市町村・事業者からの提供含
む）

地域特性情報

公共交通軸、拠点、事業
所数、標高・勾配、土地利
用、医療、福祉、学校、お
でかけ先、工業用地、観
光資源 等

交通NW情報

鉄軌道・バス・タクシー・
デマンド交通・公共／日
本版ライドシェアなどの
系統・区域情報、サービ
スレベルの情報 等

交通サービス情
報

各交通モードの利用実態、
停留所別乗降情報 等

委託
・JR乗降調査

・路線バスOD調査※十勝バスのみ

・路線バス利用者ニーズ調査
・観光行動履歴調査

委託
（前回実施調査については
同様の調査実施を検討）

潜在需要情報

将来の人口動向、開発計
画などから、人口予測、
施設の動向など将来的
な移動ニーズ 等

既存情報活用
既存情報活用

（市町村・事業者からの提供含
む）

地域交通が目指す姿の
設定

・現状診断の結果を踏まえた
長期的な視点での目指す姿の設定

ー 委託

施策の設定
・洗い出された課題の類型化と
それに対応する対策類型の整理

委託 委託

KPI及び目標値の設定
・KPI（11項目）に対する現況値及び目標値の設
定

委託 委託

評価 ・マネジメント・モニタリングチームの活用 ー 法定協議会にて対応
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令和９年度
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プロポ公告
→委託契約

調査･分析→計画素案→計画案

パ
ブ
コ
メ

協
議
会
（
計
画
決
定
）

計
画
策
定

協議会を適宜開催
・章毎の計画案の決定
・調査の中間報告
・現状診断
・施策の設定
・ＫＰＩ・目標値の設定
・施策の方向性の合意

委
託
費
決
定

協
議
会

協議会を適宜開催
・更新内容の整理
→アップデートの検討

・標準仕様書を参考に
委託業務の整理
→見積もり

委
託
内
容
決
定



モビリティデータ連携基盤の構築（概要）
○ 北海道運輸交通審議会に地域交通小委員会を設置し、これまで３回（令和７年８月８日、11月18日、２月９日）開催。
○ 道内の乗合バス事業者及び市町村を対象に、ニーズ調査を実施（令和７年10月８日～12月23日）した上で、「関係者が自ら考えるためのモビリティデータ

の活用」について検討し、方向性をとりまとめた。
○ モビリティデータ連携基盤については、令和８年度に特定地域で実証運用し、令和９年度に全道展開を予定。

課題
・

ニーズ

関係者が自ら考えるためのモビリティデータの活用

① 利用実績や人口動態、人流データ等のデータが必要
② 交通サービスの需要と供給のギャップを確認したい
③ 路線の経路変更、便数等の変更を検討したい
④ 潜在需要を確認したい

内容

① データ基盤機能：GTFS、バス等の利用実績、乗降データ、人流データ等
②～④ 分析機能：データを地図上に重ね合わせたり、表、グラフにより可視化
① アクセス管理：データの公開範囲制限
②～④ データ更新：継続的なデータ更新等の説明会の実施など、伴走支援

モビリティデータ連携基盤の構築

審議会
意見

・事業者によるデータ整備を進めるため、伴走支援などの環境整備が必要
・事業者がデータを活用して効率的な運行を検討できるようにすることが必要
・データ基盤の活用促進に向けて、路線見直しによるメリットの位置付けが必要

区分
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【様々なデータ】

■交通事業者 ■国・公的統計 ■道路・交通管理者
・GTFS、乗降データ ・国勢調査、人口 ・道路ネットワーク
・運行実績、収支 等 ・土地利用 等 ・交通量 等

■観光・商工・工業 ■地方自治体 ■民間ビックデータ
・観光客数、宿泊 ・公共施設 ・人流データ
・商業施設 等 ・補助 等 ・検索・経路案内

【モビリティデータ連携基盤】

■データ基盤機能
・データ収集
・形式の統一

■分析機能
・地図、ダッシュ
ボードで可視化

■データ更新
・継続的デー
タ更新支援

■アクセス管理
・データの公
開範囲制限

【データの活用】

【現状把握】
交通サービス、利
用実態、地域課題
を可視化

【分析・評価】
需給ギャップ、
潜在需要など
需要推計

【計画・検証】
再編等を実
施して効果
検証

【合意形成】
同じデータを基
に課題、目標を
共有

分析機能の例

（「国土交通省 「COMmmmONS」（コモンズ）Project Report」より抜粋）

GTFSデータをもとに、路線や区間ごとの運行頻度を可視化。どの区間で便が集中・不足
しているかを直感的に把握できる

ICカードの乗降履歴をGTFSと紐づけ、停留所別・便別の利用状況を可視化。実際の利用
実態をもとにした検討を可能にする



【ご案内】「地域交通人材育成セミナー」の開催について

■趣旨・目的
北海道では、バス路線の縮小・廃止をはじめとする交通課題が山積しています。一方で、

これらの課題解決に向けたマスタープランとなる「地域公共交通計画」を策定していない市
町村は約3割に上ります。こうした計画の策定や交通サービスの改善等を着実に進めるた
めには、その司令塔となる市町村担当職員のスキルアップが重要です。しかし、地域交通
の専任人材を配置できていない市町村は8割を超えており、担当職員が十分な学習時間
を自主的に確保することは容易ではありません。
そこで本事業では、市町村の地域交通担当職員の皆様を対象に「地域交通人材育成

セミナー」を開催し、地域交通に関する知識・スキルの向上や、各地域が抱える課題の解
決に向けた検討を支援いたします。

■開催概要
セミナーは複数のプログラムで構成されています。ご自身に必要なプログラムを選択して受

講できます。受講料は無料です。ただし、旅費・宿泊費等の経費は参加者の負担となりま
す。受講には事前申込が必要です。

▸WEBセミナー
｜開催時期：2026年9月～10月頃（毎週1回想定）
｜開催場所：札幌市内会場およびオンライン配信を想定
｜基本構成：講義90分＋質疑応答30分（10:00-12:00の開催枠を想定）
｜開催回数：全8回を予定
｜講義内容：基礎知識、具体知識、事例紹介など

※ 会場参加者を対象に、一部の回ではGTFS・GISやマップ等の作成研修も実施予定です。

▸現地ワークショップ
｜開催時期：2026年8月～12月頃
｜開催場所：網走市、音更町、当別町
｜基本構成：現地企画見学120分＋企画ワークショップ120分
｜企画内容：開催地ごとに異なる現地企画を見学いただく予定です。

▸その他
｜受講料無料・要事前申込 ｜申込開始時期：2026年7月頃

※ 本事業は、令和8年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクトのモビリティ人材・組織育成タイプに採択された「北海
道型地域交通人材の育成支援組織設立プロジェクト（整理番号7992）」の一環として実施するものです。
本ご案内作成時点では交付申請中のため、詳細内容は未確定です。内容の確定は、今後の確定案内および申込受付の開始

をもって行います。あらかじめご了承ください。

＜問い合わせ先・主体事業者＞
一般社団法人 北海道開発技術センター 担当：地域政策研究所 交通政策部（新森）
TEL：011-738-3364 Email：shinmori@decnet.or.jp

WEBセミナー

#1
地域交通の意義や各種用語説明に加えて、交通分野の年間基本スケ
ジュールやタスクについて講義します

初任者向け

#2
地域交通関連法規や地域公共交通計画の位置づけ、法定協議会の
役割について講義します

初任者向け

#3 地域の移動ニーズと調査方法について講義します
初任者向け
中堅者向け

#4
各種データの種類と活用方法について講義します。また、現地参加者に
限り、GTFSやGISの作成研修も行います

中堅者向け

#5
バス時刻表やマップ、WEB等でのサービス周知の方法について講義しま
す。また、現地参加者に限り、マップ等の作成研修も行います

中堅者向け

#6 サービスの利用促進の意義や手法、事例と効果について講義します
初任者向け
中堅者向け

#7
地域交通に関わる国及び道の各種補助事業の動向、各種先進事例
紹介を行います

初任者向け
中堅者向け

#8
計画策定やサービス改善を進める上でのステークホルダーとのかかわり
方・チームの作り方、共創的取り組みの立ち上げ方について講義します

初任者向け
中堅者向け

想定プログラム

現地ワークショップ／現地企画案

網走市
音更町
当別町

開催地の市町村や交通事業者が主体となって実施する、利用促進等の
イベントを見学します。企画の検討や運営方法を学ぶとともに、住民（利用
者）の生の反応を知ることができます。また、見学後には受講者同士のワー
クショップを行うことで、企画検討着手を支援します。
※ イベント内容は開催地ごとに異なりますので、お好きな回にご参加いただ

けます。
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